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項 目 要   約 

１．研究の概要 粒界制御法と呼ばれる、元素添加を含めて組成を変えることは一切行わ

ず、加工・熱処理という冶金学の基本処理のみで材料組織の制御が可能

な革新的原子力用材料開発法を提案する。次世代型炉心材料として使用

が見込まれる原子力用材料、特に、従来の材料改良手法では防止が困難

と考えられていた Ni 基オーステナイト合金における照射下粒界脆化現

象に対して耐粒界割れ特性を付与する高信頼性粒界制御型オーステナ

イト合金開発の指導原理ならびに原子力用フェライト鋼開発の確立を

目指す。 

２．総合評価  加工/熱処理による粒界制御技術により、ニッケル基合金の延性低下を

制御できており、またフェライト鋼に対する粒界制御技術の有効性が示

され、優れた成果が挙げられている。実用化を含めた本研究成果の広範

囲な応用のために、粒界制御技術について更に系統的な研究を行うこと

による体系化を期待する。 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 
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